
暑中御見舞い申し上げます。

元旦に引いた第一番大古のおみ くじを懐に, ビジネスで ,

プライベー トで, 日本全国を飛び廻ってお ります。無事,我
が家へ戻れるのは,お み くじのお陰です。

半年間に立ち寄 った18府 県の印象な り感想を,趣 きを変え

て御紹介致 します。例によって,駄洒落的な部分には, しっ

か り御理解 を得たいと思います。そして願わ くば,小生の元

気のツ妊tに も ……。

今回はヒ ト土地ひとつ, 立ち寄 りし
'Viに

Ji七五。

愛知  旅立ちと 尾張良ければ 全て良 し

宮城  アオバ城 想い出返す ヤマビコよ

兵庫  実 るほど コウベ を使 う 港かな

大阪  タイハンは 阪神阪急 応援 し

埼玉  浦和か き 乙女は変わ り 咲いたママ

福岡  郊外 も 高価福岡 土地ブーム

長崎  矢大楼 で 食べ る料理は 夜景つ き

石川  小松たな 全席禁煙 ヤスモーカー

広島  中国路 結ぶ便 りの 黄砂かな

島根  総理 より 願い叶えし 大社かな

山口  津和野 まで 山口と思 う ミス多し

静岡  温暖な 土地柄ゆえに ココロ静岡

神奈川 マ イホーム 神奈川叶わぬ 抽選 日

富山  どこよりも ゆった りしている ヒ トトヤマ

福井  電話帳 捜す気になる アツサかな

香川  潮の香で 元気 ノモ トが  タカマツタ

愛媛  隣席の マ ドンナ横 目に 旅疲れ

岐阜   長良えば  カヨウ′しヽが  ギフ トして

旅の楽 しみはヒ トとココロとリョウリです。

残る半年で新たな土地に行 くことがあれば,倍以上楽 しみ

ます。折角の八八年,ダブル末広が りで旅 をします。

最後は,やは り旅にちなんで五七五。

旅立テバ  タビタビガヨン 旅ダヨリ

1988年 続 いて七 月 N。 76



夏 ・̈ing

春
秋
の

暖
簾
を
分
け
て

夏
だ
よ
り

Ｆ
Ｍ
横
浜
で
、
現
在
東
京

で

一

番
オ
シ
ャ
レ
で
注
目
を
浴
び
て
い

る
街
―
―

駒
沢
。
今
回
の
便
り
が
、

駒
沢
発
の
七
号
目
で
す
。
セ
ン
ス
・

ア

ッ
プ
を
め
ざ
し
、
Ｇ
Ｏ
″

▼

（
Ｎ
０
７６
秘
話
）
先
月
の
ダ
ジ
ャ
レ

・
オ
ン

・
パ

レ
ー
ド
の
そ
も
そ
も
は
、
六
月
二
十
八
日
の
日
経
新

棚
談

「
鶴
Ｍ
一
Ｍ
離
瑯
耗
晩
乱
韓
け
だ
”
）
¨

哲 ン
軸
押

『
た
ま
に
は
阿
果

ン
に
な

っ
て
み
な
は
れ
」
と
い
う

本
に
ま
と
め
た
と
い
う

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
山
下
大
先
輩
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な

い
が
、
何
と

か
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
書

い
た
の
が
Ｎ
０
７６

で
し
た
。

▼
な
か
な
か
梅
雨
も
明
け
ず
、
暑
く
も
な
か

っ
た
け

れ
ど
、
と
も
か
く
投
函
開
始
。

日
経
新
聞
知
人
若
手

記
者
若
杉
氏
に
、
「
春
秋
」
氏
を
通
し
て
、
山
下
さ
ん

へ
渡
し
て
下
さ

い
と
頼
み
ま
し
た
。
暑
中
御
見
舞

い

じ
ゃ
な
く
て
、
笑
中
御
見
舞

い
と
い
う

こ
と
で
、
渡

し
て
下
さ

い
と
頼
ん
だ
と
い
う
次
第
で
す
。

▼

「
春
秋
」
氏
か
ら
の
電
話
が
あ

っ
た
の
は
、
当
初

の
梅
雨
明
け
予
定

の
十
八
日
も
過
ぎ
た
二
十
二
日
。

「
七
月
二
十
四
日
の

『春
秋
』
欄
で
紹
介
し
た

い
ん

で
す
が
…
…
」
と
の
こ
と
。
久
し
振
り
に
、
驚
き
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
元
旦
の
お
み
く
じ
が
効

い
て
る

の
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
長
梅
雨
の
お
陰
と

思

い
直
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
驚

い
た
の
は
、
山
下

さ
ん
か
ら
も
、
著
書

と
共
に
、
贈
り
物
が
あ

っ
た
こ

と
で
し
た
。

▼
七
月
二
十
五
日
に
詠
む

さ
ん
し
た
こ
ぞ
う

（
山
下
廣
裁
）

野
二
花
笑
ィ
山
谷
二
鳥
唄
ゥ

本
懐
ナ
リ
全
国
洒
落
ノ
旅

浩
然
之
気
満
多
テ
人
心
一

一
期

一
会
爆

笑
ノ
縁

言
う
ま
で
も
な
く
、
ワ
タ
ク
シ
の
名
前

の
入

っ
た

詩

で
、
楽
し
さ
倍
増

の
贈
り
物
で
あ
り
ま
す
。

▼
と
い
う

こ
と
で
、
夏
…
…
Ｉ
Ｎ
Ｇ
。
冒
頭
の
句
を
、

今
号
登
場

の
若
杉
さ
ん
、
「春
秋
」
氏

こ
と
片
野
博
司

さ
ん
、
大
先
輩
山
下
さ
ん
に
、
献
げ
る
こ
と
と
致
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
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「野本君,山下です。伝笑鳩 *の返事

が幾つか来てるぞう」

「これから,楽 しみですね」

「そうなんだよ。所で,伝笑鳩と掛け

て何と解くかね。今後も,皆さんに出

していくには,援助が必要だなあ,な

んて考えていたら,浮かんだぞう」

「お金は必要ですね」

「エスキモーの子供だよ,き みぃ」

「その心は何ですか」

「カンパ (寒波)で育つ。どうかね」

二人受話器を持って 3分は笑った。

*:山下廣蔵氏が始めたジョークの会

の会報。伝書鳩に掛けてます。

昨年一番嬉しかったのは,山下廣蔵氏

(ラ イオン商事元社長)と 出会ったこ

とでした。 5月 12日 ,小雨でした。

昨年一番淋しかったのは,その山下氏

が,亡 くなられたことです。

心臓の発作で入院される迄の半年の間

に,十数回も飲んで話して駄洒落を連

発・・・最後はいつも笑顔に寄り切ら

れてばかりでした。

ご冥福をお祈り申し上げます。
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